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Information on FUJITA Brain Science Seminar 2025 
 

◆ 演者 : 伊佐 正 先生（京都大学医学研究科/京都大学ヒト生物学高等研究拠点/ 

自然科学研究機構生理学研究所） 

「霊長類モデルを用いた感覚運動・認知行動・機能回復研究」 

Tadashi Isa（Graduate School of Medicine, Institute for the Advanced Study of 

Human Biology, Kyoto University/                                                                                                                

National Institute for Physiological Sciences, National institutes of Natural Science 

- Deciphering the neural mechanisms of sensorimotor, cognitive 

functions and their recovery using nonhuman primate model - 

  

日時: 2025 年 7 月 30 日 (水)  17：00 - 18：00  
Time and Date: Wednesday, July 30, 2025, 17:00-18:00  

 

場所:オンライン（Zoom）開催 
This seminar will be held online 
 

受講対象者：学内外にかかわらず、どなたでもご参加いただけますが、生命科学について大
学学部生程度以上の知識をお持ちであることが望ましいです。 
 

参加方法：下記サイトより必ず事前登録してください。 
このミーティングに事前登録する： 
https://us02web.zoom.us/meeting/register/fZFtH_hMQCuRywCqN2DIEA 

登録後、ミーティング参加に関する情報の確認メールが届きます。 

 
使用言語: 日本語 

Language: Japanese 
 

講演要旨： 

精密な感覚運動機能や高次認知機能を脳がどのように制御しているか、そしてこれらの機能が損傷や疾患後にどのように回復され得る

かを理解するためには、適切な動物モデルを用い、さらに複数の手法を統合して詳細に研究することが必要です。この目的のために、我々

の研究グループでは非ヒト霊長類（NHPs）を用いた研究を行ってきました。これらの課題を克服するために、我々は様々な心理物理学

的課題を用いて認知機能を解析し、さらに NHPs において神経回路を操作するための分子生物学的手法も開発してきました。 

本講演では、以下の 3 つの研究成果についてお話しします。 

1．部分的脊髄損傷後の巧緻な手指運動の機能回復  

https://us02web.zoom.us/meeting/register/fZFtH_hMQCuRywCqN2DIEA


２．盲視の基盤となる神経回路機構と遂行可能な認知能力  

３．中脳ドパミン経路による動機づけとリスク依存的意思決定の制御   

1 については、顕著な回復を示す部分的頸髄損傷モデルと、回復の乏しい広範な損傷モデルを確立し、前者のモデルでは、通常状態では

必ずしも使用されない脊髄介在ニューロン、感覚運動皮質領域、中脳辺縁系といった多階層システムが回復のために動員されるメカニズ

ムを明らかにしました。後者のモデルでは、脳刺激や薬剤により、より良い回復を目指した取り組みを行いました。 

2 については、片側一次視覚野を損傷したマカクザルにおいて、脳幹、視床、皮質ネットワークをめぐり、残存視覚を可能にする神経シ

ステムを特定しました。さらに、注意、短期記憶、連合学習といった感覚運動・認知機能がどのようにこれら残存システムによって可能

になるかも明らかにしました。 

3 については、腹側被蓋野（VTA）から側坐核への経路が動機づけに果たす役割と、VTA から前頭皮質への経路がリスク・リターンに基

づく意思決定およびその可塑的変化に関与することを明らかにしました。 

さらに、精神神経疾患モデルとしてゲノム編集されたマカクザルの解析に関する最近の研究についても紹介します。これらの経験に基

づき、NHP 神経科学研究が今後どのように進展し、ヒト脳機能の理解や神経機能障害のより良い治療法の開発に貢献していけるかについ

ての展望をお話ししたいと思います。 

  

担当者連絡先： 

・講演内容に関して：佐野 裕美（精神・神経病態解明センター 内線： 9379 メール： hiromi.sano@fujita-hu.ac.jp） 

・その他：鶴田 未奈子・池田 彩乃（研究支援部 研究支援課 内線：2590 メール：icbs@fujita-hu.ac.jp） 

mailto:hiromi.sano@fujita-hu.ac.jp
mailto:icbs@fujita-hu.ac.jp

